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　1951年 に ヤ ス パ ー
ス 協会 が創 立 され て 以 来半 世紀近い 時 が 流れ 去 っ た 。 本誌

の 第 10号 を 記 念 して 、 私 た ち の 記 憶 や 記録 か ら消 え 去 りそ うな こ の 間 の 主 な

「歴 史」 を、 『実存 主義』 の 記事 な ど を頼 りに整 理 して お こ う。

　 ヤ ス パ ー
ス 協 会 の 創 立

　 1950年 の 秋 頃 、 草薙 正 夫先 生 と鈴木 三 郎 先生 と の 間で ヤ ス パ ー
ス 協 会創 立 の

話 が 出た の が 協会創 立 の 最初の 具 体 的 な動 き で あ っ た よ うで あ る 。 そ の 後 、
こ

の 両 先生 に武 藤 光朗先生 を も加 えた 三 先 生が 草薙邸 で 会 合 され て 協会設 立 の 具

体化 が相 談 され 、 こ こ で の 話 し合 い を うけて 、 1950年 12月 9 日 に 「ヤ ス パ ー
ス

協会 設 立 準備 会 」 が 京橋 の メ トロ ホ テ ル で 開催 され た 。 出席者 （発 起人 　　理

事候補） は 、 上記三 先生 の ほ か 金子 武蔵 、 樺俊 男 、 鬼頭英
一

、 橋本 文 夫の 諸先

生 で あ り 、 井上 智行氏 （現 以 文 社社長） も書記 予 定 とい うこ とで 出 席 され て い

る 。 こ の 準備 会 の 後 同年 12丿］中 に は 、 伊藤 吉之 助 、 務台理 作両先 生 を顧 問 、 金

子 先 生 を理 事長 と し 、 上 記理 事候補 の 諸先 生 に 矢内原 伊 作先 生 を も加 え て 理 事

候 補 とす る な どの 役員 （案 ）が きめ られ た 。

　 こ うし た 準備 が 整 え られ た 後 、
1951年 2 月23日 （ヤ ス パ ー

ス 誕 生 日） に 、 御

茶 の 水 の 岸 体育館 で 第 1 回 総会 が 発 会式 をか ね て 挙行 され 、 理 事長 以 下 の 役 員

が確定 して ヤ ス パ ー
ス 協会が正 式 に 発足 した 。

こ の 総会 で は 、 務台先生 の 「戦

後 ドイ ツ に お け る 実存哲学 の 展 開」 と金子 先生 の 「ヤ ス パ ー ス 哲 学 の 現代 的 意

義 」 の 二 っ の 講 演 が お こ な われ 、 ま た 、 ヤ ス パ ー ス か らの 略伝 つ きの メ ッ セ
ー

ジ が 披 露 され た こ とが 特 筆す べ き こ とで あ ろ う （以 上 主 と して 『実存主 義』26

号 と37号 との 記事 に よ る ）。

　 な お 、 協会発 足 に 当た っ て は 、 草薙 、 鈴木 、 武藤 の 三 先 生 が 草薙邸 で 起 草 さ

れ た と言 わ れ る 「趣 意 書 」 が あ るの で 、 再録 して お く。
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　 ［ヤ ス パ ー
ス 協会 趣意 書 ］

　「実存 主 義 は 戦 後 我 国 思想 界 に お い て も
一一

つ の 流行 で あ る 。 そ れ は 敗 戦後の

頽 廃 した 世相 の 中に デ カ ダ ン ス や ニ ヒ リズ ム と絡み 合 っ て 流れ 込 み 、 絶望 、 虚

無 、 深淵 とい うよ うな言 葉 を我 国 の 思想 界 に も氾 濫 させ た 。 哲学 に お い て も文

学 に お い て も 、 ま た 社会科 学に お い て さえ も 、
い わ ゆ る ア プ レ ・ゲ ー

ル は な ん

らか の 意 味 で 実存主義的に 陰影 づ け られ て い る か の よ うに 見 え る。 しか しこ の

実存 主義 の 流行 が 私 達 日本 人 の 生活 に どれ だ け 根 を 下 ろ し た もの で あ る か とい

う点 に な る と、些 か 疑 い な き を えな い の で は な い か 。 い わ ゆ る ア プ レ ・ゲー
ル

が 早 く も世 に 飽 き られ て 影 を薄 く して い る とい う事実 が 示 して い る よ うに 、 実

存主 義 は
一

つ の 流行 思 想 と して 戦 後 の 我国思 想 界 に 慌た だ し く迎 え られ 、 そ し

て また 慌 た だ し く送 り出 され て ゆ くの で は ない か と思 わせ られ る の で あ る 。 し

か し正 しい 意味の 実存 主 義 は 、 単 な る流行 思想 と して 葬 り去 る に は 、 そ の 因 っ

て 来 る根源 が あ ま りに 深 い
。 そ れ は 人 間の 存在 の 窮極 に あ る根源 的 自由 に根 ざ

す 思想 だ か らで あ る 。

　東 と西 か ら迫 っ て くる 国 際的圧 力 の も とに 、 右 へ 左 へ 動 揺 常 な き我 国思想 情

勢 の 中に あ っ て 、 私 達 の 窮極 に お い て 拠 り所 とす べ きもの は 、 私 達自身 の 根 源

的 自由 に も とつ く実 存 的交 わ り以 外 に は ない
。

し か し
、

こ の 立 場 に徹 す る た め

に は 、 私 達は 目下流 行 の 実存 主義の 底 を突 き抜け 、 窮極的な もの を求 め て ど こ

ま で も哲 学 す る こ とを試 み なけ れ ば な らない
。 幸い に して 私達 は 、 こ の よ うな

試 み の 先 達 として ヤ ス パ ー
ス の 実存哲 学 を も っ て い る 。 ヤ ス パ ー ス の 実 存哲 学

は 、 現 代 流行 の 実存主 義 の 源 泉 の
一

つ で あ る ば か りで な く、 根源 的 自由 に も と

つ く真 の 自己 と し て 現 代 の 精神 的 状 況 を 生 き抜 く べ き決 意 へ と私 達 を駆 り立 て

る 点 に お い て 、他 に 匹 敵す る も の の ない 迫 力 を も っ て い る 。 そ れ に も拘 わ らず 、

ヤ ス パ ー
ス 哲学 の 真 の 姿 は 、 そ の 難解 さの 故 もあ ろ うが 、我 国 思想 界 に 充分 に

理 解 され て い る とは 言 え な い
、 況 ん や彼 の 実存 的決 意 を 真 に 自己 の もの とす る

とい う試 み は 、 切 実 な 問題 と して 意識 され て さえ い な い と言 っ て よい
。 私 達 が

こ こ に ヤ ス パ ー ス 協会 を結成 した の は 、 我国の か か る思想状況 に鑑 み 、 実存哲

学の 研 究 を 通 じ て 私達 日本 人 の 実存的決 意の 深化 に些 か 寄与 した い と念願 した

か らに 他 な らない の で あ る。 j （『実 存』創刊 弓
・
所収 一

『実存 主義』37号 に再
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録 され た もの か ら）

　 発 足 当初 の ヤ ス パ ー ス 協会 の 活 動 と 『実 存』 の 発 刊

　 こ う して 発 足 した ヤ ス パ ー ス 協会 の 活発 な活 動 は 瞠 目すべ き もの で あ っ た 。

記録 に よ る と 、 公 開講演会 と して 、 発 足 の 51年 に は 東京 大 学で 安倍能 成先 生 と

草薙先生 とが 講演 され て い る し
、 翌 52年に は 朝 口講堂 で 辰 野隆先生 とシ ン チ ン

ゲル 先生 が 、 ま た 53年 に は 朝 日講堂 で 務台理 作先生 と中村光夫先生が講演 され

て い る 。 研 究会 （例 会） も開か れ て い て 、 51年 に は 4 月 の 研究 会で 鈴木 先生 が

「ヤ ス パ ー ス の 近 著」 に っ い て 、
10月 の 研 究会 で は 武藤先 生 が 「ヤ ス パ ー ス の

『歴 史 の 根 源 と 目標 』」 に つ い て 報告 され て い る。 こ うし た研 究会 は 、 52年 以 降

も毎 年 ほ ぼ 2 回 開催 され て い る し、 52年 の 2 月 23 日に は ヤ ス パ ー
ス 誕 生祝 賀 会

も催 され て い る 。 ま た 協会 の 機 関誌 『実存』創刊号 が 51年の 9A に刊 行 され 、

そ の 第 2 号 は 同年 12月 に 、 第 3 号 は 52年 6 月に発 行 され て い る （主 と して 『実

存主義』37号 に よ る）。

　 51年 に創 刊 され た 『実存 』 は 第 10号 以 降誌名 を 『実存 主義 』 に変 更 して 1985

年の 89号 ま で 続 い た し 、 ま た 本 協会 の 『コ ム ニ カ チ オ ン 』の 母 胎 で あ り、 あ る

意 味 で は 現在 の 実存思 想 協会 の 『実存 思 想論集 』 の も とに な っ た も の と も見 る

こ と の で き る も の で あ っ て 、 そ の 創 刊 は 、 我 が 国 に お け る実存思 想 の 研 究 と普

及 に と っ て 画 期 的 な意 味 を持 つ もの で あ っ た と言 うこ とが で き よ う。 こ の 創刊

号 に は 、 前 記の 「ヤ ス パ ー ス 協会趣 意書 」 と協会規 約抜粋 が 掲載 され 、 金 子 先

生 の 「ヤ ス パ ー
ス 哲学の 現代的 意義」 と題 す る論 文 な どが あ る が 、 特筆 すべ き

こ とは ヤ ス パ ー
ス 自身 の 寄稿文 が 掲載 され て い る こ とで あ ろ う。 わず か 33ペ ー

ジ の 小 冊 子 で は あ っ た が 、 草薙先 生 は 編集後 記 で 、
「協会 発 足 以 来約 半 歳 に し

て 漸 く会 報 の 第 1 号を 会員 会友 各位 に お 届 けで き る運 び に な っ た こ とは 悦び に

堪 え な い
。 現 在 の 協会 の 財 政 状態 か ら して 量 に お い て 乏 しい 恨 み は あ る も の の 、

こ の 量 の 乏 しさは こ れ を 質に お い て 十 分補 っ て 余 りある も の と吾 々 は 確信 し て

い る 」 と され て い る （主 と して 『実 存 主義』37号 と 50号 に よ る）。 こ の 創 刊 号

に 寄せ られ たヤ ス パ ー ス の 寄稿 を再録 して お こ う （『実存 主義 』48号 で の 再 録

に よ る
一 　 なお こ の 48号 に は 、 1952 年 の 年頭 に 当た っ て の ヤ ス パ ー ス σ） 「日本

の 友 に 寄 せ る年頭 の 辞 」 も 、 『実存』 3 号 か ら再 録 され て い る）。
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　 ［ヤ ス パ ー ス 協会 に 寄 す］

　 「親 愛 な る 同学 諸 賢 ！

　諸 賢 が 日本 に お い て 日独 両 国 民 の 由緒深 い 思 想 的 な連 繋を 引 き つ が れ 、 こ の

連 繋 を同 時 代の 哲学的思 索の
一

表 現 た る私 の 研 究 労作 と結び つ け よ うと して い

られ るの は 、 私 の 甚 だ 名誉 と し 、 喜 び とす る所 で あ る。

　世界の 情勢は 今や政治的に も 、 は た 精神的 に も、
一 変 して い る 。 哲学 の 任 務

は 時代 の な か に あ っ て 時代 を超 えた もの で あ る が 、 哲学は ま だ こ の 情勢 に 即応

して い な い
。 我 々 の 考え方 は 19 世 紀の 科学的な形 式 に嵌 ま り過 ぎて い る。 由

緒 あ る 古代 の 哲学 に 関 す る外 面 的 な知識 は 哲学史的 に は 著 し く高 ま っ た けれ ど

も 、 そ の 偉大 さは科 学的 な 形 式 の 蔭に 隠れ て 、 さな が ら ヴェ
ー

ル に包 まれ て い

る 。 我 々 の 共通 な任務 は 、第
一

に は、 源泉 を っ き とめ
、 現代 的 な根源 に 立 脚 し

て 古代 哲学 の 本 質的 な意 味 を再 認識 し 、 第二 に は 、
ヨ ー n ッ パ の 哲学 、 イ ン ド

の 哲学 、 東 ア ジア の 哲 学 か ら世 界哲 学へ の 道 を発 見す る こ とだ と思 う。

　 単 な る知 性 の 無味 乾燥 な言語 で 表現 され る あ ま ね く承 認 され た真 理 の もつ
一

般 性 へ お ち い る こ とな く して 諸 々 の 歴 史 的 な源 流 が 相会す る と き、 そ の 時始 め

て 世 界 哲 学 が 生 き生 き と し た もの に な る で あ ろ う。 む し ろ歴 史的 な多様 性 の な

か か ら
一

個 の 共 通 の 真 理 の 国 t が 顕 現す る で あ ろ うとい うこ と を期 待す る こ と

が で き る 。
こ の 国土 は 完 結 した体 系 と して は 、

い ずれ にせ よた だ
一

つ の 体 系 と

して は 現 れ 得 ない で あ ろ う。 誰
一

人 把握 して い る もの もない 真 理 で 、 しか も誰

もが 求 め よ うとす る真理 を探究す る精神 的交流 の うち に の み 、 こ の 国土 は 現 わ

れ 得 るで あ ろ う。

　 私 は 、我 々 の 本 能 的 な 念願 が
一

致す る こ と を期待 し 、 御挨拶か た が た 諸 賢 の

御 事 業 の 成 功 を 切 に 祈 る 次第 で あ る 。

　 　 　 　 正951 年 2 月 1 日

　　　　　　　　　　　　バ ー ゼ ル （ス イ ス ）、
ア ウシ ュ トラ

ー セ 126番 地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カ
ー

ル ・ヤ ス パ ー
ス 　　」

ヤス パ ー
ス 協 会 と実存 主義 研究 会 と実存 主 義協 会

ヤ ス パ ー
ス 協 会 の 『実存 』は 、 51年 の 創 刊 以 来53年 3 月 に 第 4 号 （「ヤ ス パ ー
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ス 教授 生誕 70年記 念」 の 号 ） が 発行 され た 後 、 第 5Pi の 発行 は やや遅れ て 54年

の 4 月 に な っ た 。 発 行 の 遅 れ に 象徴 され る事 態 、 金子 先 生が 「5 号の 出た ［昭

和 ］29年 ［1954年］頃 が第 1 回 の 危機 で は なか っ た か と思 う」 と回 想 され て い

る事 態 に 対 処 して 、
「よ り広 く同 志 と読者 を 求 め る 」 た め に 、 ヤ ス パ ー

ス 協 会

と併存 して 「実存主 義研 究会」 が 設 立 され 、 『実存』の 編集 と発 行 は こ の 研 究

会 が 行 う膏とに な り・ 55年 には 『実存』の 第 6 号・ 7 号 ・ 8 号が 発行 され ・ そ

鱗鱗灘 諺嬬 欝篝騰 ∴ 製 蠶
「本 誌 は 再 び 廃刊 の 危 険 に さ ら され た 」 と回 想 され て い る 。

こ の 危機 を乗 り越

え て 協会 と機 関誌 の 存続 を 図 る道が 模索 され た結果 、 た ま た ま 「キル ケ ゴ ー
ル

協会 」 か らの 協 力 の 申 し 出が あ っ た こ と もあ っ て 、 実存 主 義 研 究会は 1957年 に

「実存 主義協会 」 に 改 め られ 、 誌名 も第10 号か ら 『実存 主 義』 に 変 更 され た （以

上 主 と して 『実存 主義』26号 に よる ）。 誌名 の 変更 の 趣 旨に つ い て 、 編集 長 の

飯島宗享先生 は 第10号 の 編集後記 で 「改題 の 趣 旨は こ れ ま で よ りも幅 を広 げて 、

我 が 国 で
一

般 に 実存 主義 と称せ られ て い る 思想 的風 潮 に 正 しい 筋 を通 しな が ら 、

狭 義 の 哲学 に 限 らず 文 芸 そ の 他 の 分 野 に もみ られ る 実存 思 想
一
般 の 共 同 の 活

動 舞 台 に ま で こ の 雑誌 を も っ て い こ うとす る 野 心 で した 」 と述 べ られ て い る

（『実存主義』50号 の 吉 沢伝 三 郎 先生 の 編集後記 に よ る ）。 こ の 『実 存 主 義』誌

は 、 第10号 か ら58 号ま で は 理 想 社 か ら、 第59号 か ら89号 ま で は 以 文 社 か ら発 行

され た 。

　 こ うし て ヤ ス パ ー
ス 協会は 実存主義研 究会 を経 て 実存 主義 協会 に な っ て 1985

年 まで 存 続 す る こ とに な る の で あ るが 、 こ の 際留意す べ き こ とは 、 そ の 母 胎 で

あ っ た ヤ ス パ ー ス 協 会 が 消滅 した わ け で は な く、 実際 上 の 活動 の ほ とん どす べ

て は 実存 主義 研 究会 ない し実存 主 義 協 会 と して な され て い た に もか か わ らず 、

ヤ ス パ ー ス 協 会 が そ れ ら と 「一一
体 運 営 の 形 で 」 （鈴 木 先 生 の 言葉 ）存 立 して い

た も の と解 され る こ とで あ る 。
こ の こ とは 、 実存 主義研 究会 との 関係 で 言 え ば 、

こ の 研 究会の 発 足 に 関す る金 子 先 生 の 回 想 で の 「ヤ ス パ ー ス 協会 と併 存 しつ つ

実存主 義研 究 会 を設 立 し … …
」 とい う言葉 （『実存 主義 』26号） か ら して も 、

ま た 『実存』第 6 号 の 後記 で の 、 『実存』は 「〈実存主義研 究会〉 と くヤ ス パ ー
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ス 協会 〉 と の 共 通機 関 誌 と して 面 目を
一

新 して 再 出発 す る こ とに な り 、

… …
」

とい う文 面 （『実存 主義 』37号 の 再 録 に よ る） か ら して も明 らか で あ る 。

　 こ の 事 情 は 、 実存 主義 協 会 との 関係 に お い て も同 様で あ っ て 、 そ の こ とは 、

こ の 協会 の 理 事長 が 金子 先生 か ら小 倉志 祥先生 に代 わ っ た こ と を報告 す る 文面

に 「なお 、 実存主義協会 とは
一

応独 立 に 存続 して い る ヤ ス パ ー ス 協会 の 方 は 、

従 前 通 り金子 武 蔵 理 事 長 の ま ま で す 」 （『実 存主 義』68号編 集後 記 ） と され て

い る こ とか ら明 白な こ とで あ ろ う。
1963年 の 「ヤ ス パ ー

ス 生誕 80年祝典」 に 参

列 して 「ヤ ス パ ー
ス 協会 とわれ われ 個人 とか らの 記 念品の 説 明 な ど… …

」 を さ

れ た と い う草薙先生 の 文 面 （『実 存 主 義』48号）や 、 正968年 の 実存 主義協 会理

事 会の 「ヤ ス パ ー ス 病 気 に っ き 、 ヤ ス パ ー ス 協会 と して 見舞 い 状を出す件 （武

藤理 事 が 作成 、 柿原篤弥 氏 に 独 訳依頼）」 とい う吉 沢伝三 郎編集長の 記録 （『実

存主 義』62号 ）や 、 1974年 5 月 に G ．Jaspersマ イ ヤ ー 夫人 の 逝去 が 「ヤ ス パ ー

ス 協会橋本 文 夫」 宛 て に 届 け られ 、
「ヤ ス パ ー

ス 協会 （理 事 長金 子武 蔵 ほ か 理

事
一

同）代理 ・橋 本 文 夫 」 の 名 で 弔詞 を打 電 した とい う記録 （『実存 主 義 』 39

号 ） な ど も 、 ヤ ス パ ー ス 協会 の 存続 を 証 す る もの で あ る 。

　 な お こ の 実存 主 義協 会 は 、 1985年 7 月 発行 の 『実存主義』第89号 に 小 倉理 事

長 の 「実 存 主 義 協 会 改組 の お 知 らせ 」 を掲 載 し て
、

「発足 以 来 30有 余 年 に 亙 る

活 動 の 歴 史 に
一

旦 終 止 符 を打 つ こ と に 1 な っ た こ とを知 らせ る と と もに 、
「実

存思 想協会 と して 発 足 す る 」 こ とが 予 告 され 、 実際 に 同年 11月 に は 実 存思 想協

会 の 第 1 回 大 会 が 早 稲 田 大 学 で 開催 され 、 ま た同 協会 編集 の 「実存 思想 論 集 」

も刊 行 され て 今 日に お よん で い る。

　 再 発 足 した 日 本 ヤ ス パ ー ス 協 会

　 1951 年 に 創 立 され た ヤ ス パ ー ス 協会 を 含む 形 で 活 動 して きた 実 存 主 義 協会 は 、

1978年 ま で は 季刊 の 『実存 主義 』 を ほ ぼ 1 年 4 回 の ペ ー
ス で 刊 行 し て きた が 、

79年か ら81年 ま で は 1 年 に 1 冊の み の 刊行 と な り 、
81年 3 月 に そ の 88号 を刊 行

した 後 は 、 予 定 し て い た 89号 の 刊 行 が85年 7 月 ま で 実現 で きず 、 そ れ に 応 じ て

協 会 そ の もの の 活 動 も甚 だ し く沈 滞せ ざる をえ ない 状態 で あ っ た 。 実存 主義 協

会 の 活 動 が 著 し く低 下 して い た 1982 年 か ら84年 の 間 に 、 こ の 協会 の 中に 吸収 さ

れ て い た ヤ ス パ ー
ス 協会 を独 立 し た もの と して 活 性 化 し よ うとす る動き が 出 て
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きた 。 こ の 動 きの 中心 と な っ て 実際に 日本ヤ ス パ ー ス 協会 を再発 足 させ られ た

の が 、 今 は 亡 き鈴木 三 郎 先 生 で あ っ た 。

　 ヤ ス パ ー
ス 協 会 を 日本 ヤ ス パ ー

ス 協 会 と して 再 発足 させ よ うとす る こ の 動 き

が
、 第 2 次大戦 中か らの ヤ ス パ ー

ス 研 究 の 泰斗 と して 、 ヤ ス パ ー ス 哲学研 究 の

深 化 とそ の 思 想 の 普及 を熱望 され て き た 鈴木 先 生の 熱 意 に よ る もの で あ る こ と

は言 うま で もな い が 、 1982年 か ら83年 に か けて の 海 外 で の 国際的 な ヤ ス パ ー
ス

研 究 の 動 向 が、 こ の 熱 意 と協 会 再発 足 の 動 きを駆 り立 て た大 きな要 因で あ っ た

こ と も確 か で あ る 。 即 ち 1983 年 は ヤ ス パ ー
ス 生誕 100年 の 年 に 当た り 、

バ ー ゼ

ル と ハ イ デル ベ ル クで は 「ヤ ス パ ー
ス 生 誕 100年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 」 が 、 また

モ ン トリオ
ー

ル で は 第17回世 界哲学会議の 枠内 で 「国際ヤ ス パ ー
ス 会議 」 が 開

催 され る こ とに な っ て い た 。 こ の 二 つ の 国 際的な ヤ ス パ ー
ス 研 究 の 会合 に 関す

る情報ない しは そ れ へ の 参加 の 要請 ・招 待 が 、 H ．ザー ナ ー 博 士 や K ．ザ ラ ム ン

教授や R ．ヴィ ッ サー
教授か ら 、 更に は ア メ リカ の L ．II．エ

ー
ル リッ ヒ 教授 か

ら 、 草 薙先生 や川 原栄峰先生 や福井
一

光先生や 上 妻 精先生 を 通 じて 、
82年 中に

ヤ ス パ ー ス 協会 の 主 な メ ンバ ー に 齎 され て い た 。 実際に 前者の シ ン ポ ジ ウム に

は 鈴木 先 生 が 招 待 に 応 じ て 参加 され て 「日本 に お け る ヤ ス パ ー ス の 全 著作 の 翻

訳 書 並 び に 研 究書 の 総 目録 」 を配布 され た ほ か 、 福井 、 宮 坂 、 林 田 の 諸氏 も参

加 し て い る し
、 後者 の ヤ ス パ ー ス 会議 に は 吉沢 先生 が 「日本 ヤ ス パ ー

ス 協会」

の 代表 と して 「日本に お け るヤ ス パ ー ス 受容 」 と題 す る報 告 を され て い る （詳

細 は 本 誌 で の 吉沢 先生 の 「第 1 回国 際ヤ ス パ ー
ス 会議 の 思 い 出」 参照）。 日本

ヤ ス パ ー ス 協 会 の 再 出発 が 、 こ うした 国際 的な 動 向 に 触発 され た もの で も あ っ

た こ とは 、 鈴木 先 生 の 「右 の ［バ ー ゼ ル とハ イデル ベ ル ク で の ］ シ ン ポ ジ ウム

に 刺戟 され た本 協会 の 再 興活性 化
… …

」 とい う文 言 （『コ ム ニ カ チ オ ン 』 2 号

巻 頭 言 ） に よ っ て も 明 らか で あ る。

　 こ の よ うに 1983年中に 国 際的 なヤ ス パ ー ス 研 究 に 参 与 し実質 的 な活 動 を して

い た ヤ ス パ ー ス 協会 が 、 新 た な組 織 と体 制 を整 え た 「日本 ヤ ス パ ー
ス 協 会 」 と

し て 正 式 に 再発 足 した の は 、
84年 の 3 月 23 日で あ っ た 。 即 ち 、 当 日本郷 の 学 士

会館 別館 で 鈴木 先生 を 中心 に して ヤ ス パ ー ス 協会 の 理 事会 が 開 か れ 、 引 き続 き

1983年度 の 「第 1 回 日本ヤ ス パ ー ス 協 会総会」 が 開催 され 、金 子 、 草薙 両先 生
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を顧 問 と し 鈴木 先 生 を理 事長 とす るな どの 人 事 や規約 な どが 決 定 され て
、 本 協

会が 正 式 に 再発 足 した の で あ る 。

　 こ う し て 再発 足 し た 本 協会 は 、 ほ ぼ毎 年 2 回 の 理 事会 と毎年 12月　（第 1 、 第

3 回 は 11月 ） の 大会 、 総 会 を開催 して 今 口に お よ ん で い る 。 機 関誌 『コ ム ニ カ

チ オ ン 』 は 、 84年 11月 に 創 刊 号が 刊 行 され 、 そ の 後 第 4 号 まで は 毎年度 順調 に

刊 行 され た 。 しか しそ れ 以 後 は 、 主 と して 財 政 上 の 事情 に よ っ て 休刊 せ ざ る を

えな い 年 も で る よ うに な っ た 。 第 5 号 が 89年 1 月 、 第 6 号 が 90年 3A
、 第 7 号

は 92年 11月 とい っ た ペ ー
ス で 、

つ ま りほ ぼ 隔年 に 正冊 しか 刊行 で き ない とい う

実 態に応 じて 、
94年度 に は正 式 に隔年 刊行 とす る こ とが 決 定 され て こ の 第 10号

に お よん で い る 。

　 発 足 以 来 の 本 協会 の 活 動 の うち 、 特筆す べ き こ とは 、 国際的 な ヤ ス パ ー
ス 概

究 へ の 貢献 と積極 的 な参 加 で あ ろ う。 国際 ヤ ス パ ー
ス 会議 は 、 記 述 の 83 年 の 第

1 回 に 続 い て 、 88年 に は ブ ラ イ トン で 第 2 回 、 93年 に は モ ス ク ワ で 第 3 回 、
98

年 に は ボ ス トン で 第 4 回の そ れ が 、 そ れ ぞ れ 世界 哲学 会議 の 枠内 で 開催 され た

が 、 本 協 会 は 、 第 2 回 以 降 は 、 北米 ヤ ス パ ー
ス 協会 、 オ

ー
ス トリア ヤ ス パ ー

ス

協会 、
バ ー ゼ ル の ヤ ス パ ー

ス
ー

シ ュ テ ィ フ トゥ ン グ とともに 、 こ の 国際会 議 の

共 同主 催 者 とな り 、 立 案委 員 を 出す と と もに 、 そ れ ぞ れ の 会議 で 3 名 〜 6 名の

協会 会 員 が 研 究発 表 を 行 っ て きた 。 98年 の 第 4 回 国際 ヤ ス パ ー
ス 会議 に つ い て

言 え ば 、 本 協会 は 、会 議 の 運 営 資金 の
一

部 を負 担 し て 共 同 主 催 者 と な る と と も

に 、 そ の 立 案段 階か ら羽 入 佐和子 教 授 が 立 案委員 と して 参 画 した 。 本 協会 か ら

は ドイ ツ に 次 い で 多数 の 6 名 の 会 員 が 研 究発 表 を行 っ た が 、 R ．ヴ ィ ッ サ
ー

教

授 と L 。正L エ ー
ル リ ッ ヒ 教授 に よ る 「チー

フ オ
ー

ガ ナ イ ザ
ー

報告 」 とい う公 式

文 書で は 、 特別 に 口本 か らの 発 表者 に 言及 して 、 そ の 多 くが 「し っ か り し た 研

究 者 と し て 、 ヤ ス パ ー ス 研 究 の
“

世 界
一
哲学的な

”

課題 を達 成 す る た め の 正 当

な 途上 に あ る こ と を 、 喜 び と満 足 を 持 っ て 知 る こ とが で きた 」 と述 べ られ て い

る 。 な お 現 在 、 今 後 の 国際 ヤ ス パ ー
ス 会 議 の よ り円 滑 な推 進 の た め に 、 本 協会

を 含む 上 記 四 っ の ヤ ス パ ー
ス 協 会 で 国 際的 な 「ヤ ス パ ー ス 協会連 盟」 を結成 し

よ う とす る計 画 が 進 め られ て い る。 こ の い わ ば定期 的 な国際 ヤ ス パ ー ス 会 議 へ

の 参 画 の ほ か
、

1994 年 に グ ラ
ー ツ で 開催 され た国 際 カ ー ル ・ヤ ス パ ー ス 会 議 に
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も 7 名の 本 協会会員が 参 加 し
、

一
つ の 講 演 と二 っ の 研 究発表 を行 っ て い る （詳

細 に つ い て は 『コ ム ニ カ チ オ ン 』 8 号 参照）。 ま た本 協会 は 、 1995年 に仙台 と

東 京 で 開 催 され た 「日独 共 同 国際 シ ン ポ ジ ウム 」 を後援 して 、 仙 台で は 協 会会

員 3 名 が 講 演 し 、 東京 （早 稲 田 大 学 ） で は本 協会の 鈴 木名 誉会長 が 歓迎 の 辞 を

述 べ
、 理 事 の 数名 が 講 演 、 司会な どを お こ な っ た （詳細に つ い て は 『コ ム ニ カ

チ オ ン 』 9 号参 照）。

　 1984年 の こ の 協会 の 再発足 が ヤ ス パ ー ス 研 究の 国際的 な 動 向 に 触発 され た も

の で あ っ た こ とに 象徴的 に示 され て い る よ うに 、 また 、 本協 会の 再発 足 を祝 う

書簡 が 前 記 の ザ ー
ナ

ー
博 士 や ヴィ ッ サ

ー
教授や ザ ラ ム ン 教授 か ら福井先生 に 届

け られ た こ と （『コ ム ニ カ チ オ ン』 2 号） か らも察せ られ る よ うに 、 本 協会 の

こ れ ま で の 活動 の 中心 の
一

つ が こ う した 国際的 な研 究 へ の 参画 に あ っ た こ とは

明 らか で あ る。 そ し て 、 現 在進 行 中 の 世界 的 な 「ヤ ス パ ー
ス 協 会連 盟 」 の 結成

計画 な どを思 えば 、 唯
一

の ア ジ ア に お け るヤ ス パ ー
ス 協会 、 しか も世界で 最 も

古い 伝統 を持 つ 日本ヤ ス パ ー
ス 協会 が

、
こ うした 共 同 研 究 と国際的 な対 話 へ の

参画 の た め に 果 た す べ き責務 は 甚だ 重い もの が あ る し 、 そ れ だ け に ま た 、 将来

に わ た る本 協 会 の 存続 の 意義 も大 きい と思 われ る の で あ る 。

　 最後 に 、 再発 足 以 来 の 本 協会 の 運 営 に つ い て 付 言 して お こ う。 1988年 前後 に

お け る再 発 足 の 準備 の 間 は も ち ろ ん
、
89年 の 再 発 足 の 当初 は 、 鈴木 先 生 が 自宅

に 事 務所 を 置い て ほ と ん ど独 力 で 運 営に 当た られ 、 『コ ム ニ カ チ オ ン 』誌 の 編

集発 行 を も担 当 され て い た 。 尤 も 、 雑務 面 で は 当初 は中島徹、 宮坂 万喜弘 両先

生 の ご 協 力 が あ っ た と聞い て い る し、 84年 の 第 1 回 大 会 以 後 は 徐 々 に 早稲 田

大学 の 関係 者 が雑務 を担 当 して 下 さる よ うに な っ た D しか し 、 今 日の 日本 ヤ ス

パ ー ス 協会 の 再発 足 とそ の 当初 にお け る運 営 が 、 も っ ぱ ら鈴 木先 生 の 献 身 的 な

御 尽 力 に 負 うも の で あ っ た こ とは疑 い が な い
。 そ の 後 、 よ り組 織 的 な 協会 運 営

の 必 要 に 迫 られ る よ うに な っ た た め 、 1988年 に は 事務所 が 早 稲 田 大 学 に 移 され 、

佐藤 真 理 人 先 生 を 中心 とす る 早 稲 田 大 学関係 の 方 々 が
一

切 の 事 務 を負 担 して く

だ さ る こ と に な っ た し 、 『コ ム ニ カ チ オ ン 』誌 の 編集 に は 羽 入 佐 和 子 先生 を長

とす る編 集会議 が 当た っ て い る の が 現 状 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日本 ヤ ス パ ー ス 協会理 事長 ）
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